
炭づくりから美味しく楽しくCO₂削減を学ぶ
Let's learn how to reduce CO₂ in a delicious and fun way

温室効果ガス削減推進市民ネットワーク 宮城教育大学（西城研究室）

大正大学（出川研究室）✕

美味しい・楽しい

温室効果ガス削減体験型教育プログラム

GHG reduction experiential experiential learning

Decarbonization



体験型教育プログラムの概要

2022年、子供たちを対象とした“楽しく美

味しくCO₂削減”をコンセプトとした体験型

教育プログラムの開発を宮城教育大学、大正

大学と組んでスタートさせました。このプロ

グラムは焚き火体験や炭やき体験を通じて

CO₂の炭素固定を楽しく美味しく理解する

ことが目的です。子供たちにとって楽しい体

験、美味しい体験から得られた知識や経験は

大人になっても残り続ける傾向があることか

らこのプログラムは「楽しい・美味しい」が大

部分を占めた形で構成されている。子供たち

だけでなく、火に接する機会が失われた大人

世代にもこのプログラムは有効である。

問い合わせ プログラムに関する総合窓口

温室効果ガス削減推進市民ネットワーク 代表 深澤 義則

〒399-9211 長野県北安曇郡白馬村神城27721-192
Tel: 080-9508-0683 Mail: ghg.minus＠gmail.com

◇ プログラムのタイムテーブル

◇ プログラム立ち上げの背景

無価値 資 源

炭化

CO₂削減

土壌改良利用など

炭1㎏で約3㎏のCO₂を固定

竹や剪定枝などの地域未利用材

CO₂排出

廃棄・放置・野焼き

焚火＆炭やき体験

バンブークーヘンづくり

試食・フリータイム

試食・フリータイム

CO₂固定量の算出

CO₂固定量の算出総括

開始

プログラム説明
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過去のプログラムにおける炭素固定量

炭化器という簡易炭やき機を活用して焚き火体験、炭やき体験、おき状態の炭火を活用したバウム（バンブー）
クーヘンづくり、美味しく食した後に残った炭を計量し、固定化したCO₂の量を計算、見える化するまでが一連
の流れとなります。脱炭素学習以外に火育、食育などを楽しく美味しく学ぶことが当プログラムの目的です。
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